
日頃の活動の成果を披露日頃の活動の成果を披露

　11月８日から10日の３日間、町民会館と公民館を会場に町民文化祭が開催されました。　11月８日から10日の３日間、町民会館と公民館を会場に町民文化祭が開催されました。

　日頃の活動で制作された作品の展示では、素晴らしい書や絵画などに来場者はじっくり　日頃の活動で制作された作品の展示では、素晴らしい書や絵画などに来場者はじっくり

と見入っていました。と見入っていました。

　また、10日に行われた芸能発表では、伝統的な踊りなどに加えて、ヒップホップダンス　また、10日に行われた芸能発表では、伝統的な踊りなどに加えて、ヒップホップダンス

やクラシックバレエなども行われ、大入りの観覧席からは大きな拍手が贈られていました。やクラシックバレエなども行われ、大入りの観覧席からは大きな拍手が贈られていました。
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受
賞
者
の
ご
紹
介

平
成
二
十
五
年
度

乙
部
町
表
彰
式

　

乙
部
町
の
行
政
、
経
済
、
産
業
、

文
化
、
社
会
そ
の
他
各
般
に
わ

た
っ
て
町
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
町

民
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が

あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、

町
の
自
治
の
振
興
を
促
進
し
よ
う

と
行
わ
れ
て
い
る
乙
部
町
表
彰
式

が
十
一
月
一
日
、
乙
部
町
公
民
館

で
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
百
人
が

出
席
し
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
ま

し
た
。

　

式
で
は
寺
島
町
長
が
「
本
年
度

表
彰
す
る
四
人
と
一
企
業
は
、
各

分
野
に
お
い
て
乙
部
町
の
行
政
の

推
進
、
産
業
の
振
興
、
生
活
文
化
、

社
会
福
祉
の
向
上
と
、
町
の
活
性

化
に
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
き
、

町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

こ
の
度
受
賞
さ
れ
る
皆
様
方
に
は
、

さ
ら
な
る
ご
尽
力
と
町
の
振
興
発

展
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
経
歴
を
紹
介
し
た
後
、

寺
島
町
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状

と
中
川
眞
一
郎
氏
作
の
乙
部
町
民

表
彰
ブ
ロ
ン
ズ
「
継
翔
」
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
近
藤
征
昭

氏
が
「
私
ど
も
は
、
自
ら
の
職
業

や
与
え
ら
れ
た
役
職
の
中
で
当
然

の
こ
と
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
て

き
た
も
の
で
、
今
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
多
く
の
皆
様
の

ご
厚
情
、
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
。
こ
れ
か
ら
も
今
日
の
感
激

を
胸
に
心
を
引
き
締
め
、
微
力
な

が
ら
も
乙
部
町
の
振
興
発
展
に
な

お
一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
で

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

功
労
表
彰

自
治
功
労

菊
池
ミ
ツ
ヨ
氏（
元
町
・
七
十
一
歳
）

産
業
功
労

由
利　

弘
子
氏（
緑
町
・
七
十
三
歳
）

生
活
文
化
功
労

近
藤　

征
昭
氏（
元
町
・
七
十
四
歳
）

社
会
福
祉
功
労

中
舘　

信
之
氏（
緑
町
・
五
十
九
歳
）

善
行
表
彰

株
式
会
社
Ｃ
Ａ
Ｃ

（
受
賞
者
の
経
歴
紹
介
は
、
広

報
お
と
べ
十
一
月
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

町発展への

尽力をたたえて
受賞者に贈られた乙部町民

表彰ブロンズ「継
けい

翔
しょう

」

中川眞一郎氏　作
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中
歌
ラ
ジ
オ
体
操
愛
好
の
集
い
（
佐
藤
通

泰
代
表
）
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団
体
と
し

て
道
南
地
区
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
、

日
本
放
送
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
か
ら
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
や
奨

励
へ
の
功
績
が
あ
っ
た
団
体
と
個
人
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

中
歌
ラ
ジ
オ
体
操
愛
好
の
集
い
は
、
平
成

二
年
六
月
か
ら
活
動
を
開
始
。
以
来
、
毎
年

四
月
か
ら
十
月
ま
で
、
日
曜
・
祝
日
と
雨
天

を
除
く
、
毎
朝
六
時
三
十
分
か
ら
ラ
ジ
オ
の

放
送
に
あ
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
活
動
。
毎
日

約
二
十
人
か
ら
多
い
と
き
で
は
約
四
十
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
た

い
。
さ
ら
に
参
加
者
も
増
え
て
欲
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
差
追
分
や
民
謡
の
歌
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
寺
島
三
姉
妹
の
長
女
、
寺
島
絵
里

佳
さ
ん
の
江
差
追
分
全
国
大
会
日
本
一
10
周

年
記
念
公
演
が
十
一
月
十
七
日
、
乙
部
町
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
つ
め

か
け
た
来
場
者
は
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
の
冒
頭
、
寺
島
町
長
が
「
乙
部
町
か

ら
江
差
追
分
日
本
一
に
な
っ
た
の
は
絵
里
佳

さ
ん
が
初
め
て
で
あ
り
、
乙
部
町
の
宝
。
今

後
さ
ら
に
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

公
演
で
は
、
絵
里
佳
さ
ん
が
思
い
入
れ
の

あ
る
曲
を
妹
の
絵
美
さ
ん
の
お
囃
子
と
、
真

里
絵
さ
ん
の
太
鼓
に
の
せ
て
披
露
す
る
と
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
頃
は
、
歌
が
好
き
な
父
親
の
寺
島

達
也
さ
ん
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
話
し
、
二

人
で
一
緒
に
歌
っ
た
場
面
で
は
、
ひ
と
き
わ

大
き
な
拍
手
と
声
援
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
親
交
が
深
く
、
絵
里

佳
さ
ん
が
敬
愛
し
て
い
る
、
歌
手
の
木
村
香

澄
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
駆
け
つ
け
、
さ
ら
に
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

絵
里
佳
さ
ん
は
「
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
亡
く

な
ら
れ
た
藤
島
重
悦
師
匠
の
お
か
げ
。
こ
れ

か
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
歌
を
届
け
た
い
」
と
感

謝
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
（
安
澤
竹
士
楼

会
長
）
活
性
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
危
険

物
に
対
す
る
理
解
や
知
識
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
平
成
二
十
五
年
度
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

が
乙
部
小
学
校
の
一
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
品
・
参
加
賞
の
贈
呈
式
が
十
一
月

十
三
日
に
行
わ
れ
、
受
賞
し
た
児
童
に
記
念

品
が
、
協
力
し
て
く
れ
た
児
童
全
員
に
参
加

賞
が
安
澤
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
画
題　

消
防
自
動
車
】

　

会
長
賞　
　

武　

藤　
　
　

耀

　

副
会
長
賞　
　

飯　

川　

心　

海

　

監
事
賞　
　

野　

澤　

光　

希

　

優
秀
賞　
　

菊　

池　

陽　

翔

　

優
秀
賞　
　

新　

保　

里　

来

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
事
業

平
成
二
十
五
年
度
危
険
物
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

▲10月末まで朝６時30分からラジオ体操を▲10月末まで朝６時30分からラジオ体操を
続けました　　　　　　　　　　　　続けました　　　　　　　　　　　　

　　

▲▲

素
晴
ら
し
い
歌
声
で
観
客
を
魅
了

素
晴
ら
し
い
歌
声
で
観
客
を
魅
了

▲▲

父
の
達
也
さ
ん
と
の
共
演
も

父
の
達
也
さ
ん
と
の
共
演
も

▲力強い作品がそろいました▲力強い作品がそろいました

感
謝
の
気
持
ち
を
歌
声
に
乗
せ
て

感
謝
の
気
持
ち
を
歌
声
に
乗
せ
て
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町
で
は
、
戸
籍
事
務
の
効
率
化

や
正
確
性
、
証
明
書
発
行
時
間
の

短
縮
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
戸
籍
の
電
算
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
来
年
二
月
十
五

日
（
証
明
書
の
発
行
は
二
月
十
七

日
）
か
ら
電
算
に
よ
る
戸
籍
事
務

の
一
部
を
開
始
す
る
予
定
で
お
り

ま
す
。

　

先
月
か
ら
戸
籍
の
電
算
化
で
何

が
変
わ
る
か
を
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
月
は
、
戸
籍
の
文

字
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

戸
籍
の
文
字

　

戸
籍
は
、
日
本
国
民
の
出
生
か

ら
死
亡
ま
で
の
身
分
関
係
を
記
録

し
た
公
簿
で
、
氏
名
・
男
女
の
別
・

親
子
関
係（
父
母
の
氏
名
と
続
柄
）

や
夫
婦
関
係
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

氏
名
の
文
字
は
、
人
の
同
一
性

を
識
別
す
る
た
め
に
社
会
生
活
上

文
字
の
正
字
化

　

戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り
、
く
ず

し
文
字
、
書
き
ぐ
せ
や
誤
字
・
略

字
は
戸
籍
法
上
は
使
用
で
き
な
い

文
字
と
し
て
、
そ
の
文
字
に
対
応

す
る
字
種
と
字
体
に
よ
る
文
字

（
正
字
）
で
記
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
戸
籍
法
上
で
使
用

で
き
る
文
字
に
置
き
換
え
る
こ
と

を
正
字
化
と
呼
び
ま
す
。

　

今
回
の
電
算
化
に
よ
る
文
字
の

変
更
は
、
法
務
省
の
全
国
的
に
統

正
字
化
の
お
知
ら
せ

　

今
回
の
戸
籍
の
電
算
化
で
氏
名

の
文
字
の
正
字
化
に
該
当
す
る

方
々
に
は
、
一
月
下
旬
に
文
書
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
た
だ

し
、
文
字
の
違
い
が
デ
ザ
イ
ン
、

書
き
ぐ
せ
や
く
ず
し
文
字
等
に
よ

る
差
異
の
範
囲
内
の
方
に
は
お
知

ら
せ
し
な
い
取
り
扱
い
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

戸
籍
の
電
算
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
基
準

に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
出
に
よ
り
文
字
を
変
更

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

現
在
戸
籍
に
「
氏
」
や
「
名
」

が
辞
典
に
載
っ
て
い
な
い
文
字
の

場
合
、
申
し
出
に
よ
り
常
用
漢
字

や
人
名
用
漢
字
な
ど
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば「
澤
」を「
沢
」に
、「
惠
」

を
「
恵
」
な
ど
、
旧
字
体
か
ら
常

用
漢
字
に
、
俗
字
か
ら
正
字
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

文
字
に
よ
っ
て
は
、
変
更
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
役
場
町
民
課
住
民
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

用
語
の
解
説

一
し
た
方
針
に
従
い
、
戸
籍
表
記

上
の
字
体
を
修
正
す
る
も
の
で
す
。

　

個
人
の
氏
名
自
体
が
変
更
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
電
算
化
で
戸
籍
の
文
字
が
修
正

さ
れ
た
場
合
は
、
住
民
票
や
印
鑑

登
録
証
明
な
ど
の
記
載
も
自
動
的

に
修
正
さ
れ
ま
す
。

重
要
な
も
の
で
す
。

　

戸
籍
で
使
用
で
き
る
文
字
は
、

「
常
用
漢
字
」「
人
名
用
漢
字
」「
社

会
一
般
に
通
用
し
て
い
る
文
字（
正

字・俗
字
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
古
く
か
ら
の
戸
籍
に

は
、
草
書
や
行
書
な
ど
の
く
ず
し

文
字
で
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、
書

き
ぐ
せ
や
誤
字
・
略
字
に
よ
り
辞

書
に
載
っ
て
い
な
い
文
字
で
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

第2回

戸
籍
の
文
字
（
氏
・
名
）
が
正
字
化
さ
れ
ま
す

○
正
字

　
　

社
会
一
般
に
お
い
て
正
し
い

と
さ
れ
る
文
字
。
常
用
漢
字
表

な
ど
公
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
漢
和
辞
典
な
ど
で

正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
文
字
。

○
俗
字

　
　

習
慣
に
よ
り
用
い
ら
れ
て
い

る
文
字
。漢
和
辞
典
な
ど
で「
俗

字
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

文
字
。

○
誤
字

　
　

正
字
に
も
俗
字
に
も
属
さ
な

い
文
字
。

正字化される文字の例

戸 籍 に 掲 載
されている文字 ・ ・➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡

電算化後の文字 藤 邊 眞 博 喜 裕 桜
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ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
就
労
し
て
い
る
方
々
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
就
労

先
の
実
態
の
把
握
や
就
労
者
へ
の
激
励
を
行
お
う
と
、
十
月
一
日
か
ら
四

日
、
道
内
各
地
に
あ
る
出
稼
ぎ
先
な
ど
の
十
事
業
所
、
二
十
五
人
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

職
場
で
の
皆
さ
ん
は
、
忙
し
い
中
で
も
と
て
も
元
気
で
、
会
社
の
代
表

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
、
指
導
役
を
任
さ
れ
る
な
ど
責
任
の
あ
る

仕
事
を
し
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

乙
部
町
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
家
族
や
知
人
の
こ
と
を
思
い
な
が

ら
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
姿
は
頼
も
し
く
、
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
先
現
地
訪
問

遠
く
の
町
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す

▲（社）留萌管内さけます増殖事業協会（天塩町）▲（社）留萌管内さけます増殖事業協会（天塩町）

▲株式会社東邦物産（紋別市）▲株式会社東邦物産（紋別市）

▲株式会社　今建設（浦河町）▲株式会社　今建設（浦河町）

▲▲

山
本
水
産
株
式
会
社
（
広
尾
町
）

山
本
水
産
株
式
会
社
（
広
尾
町
）

▲▲
  

株
式
会
社
モ
リ
タ
ン
（
紋
別
市
）

株
式
会
社
モ
リ
タ
ン
（
紋
別
市
）

▲▲

株
式
会
社
西
村
組
紋
別
支
店
（
紋
別
市
）

株
式
会
社
西
村
組
紋
別
支
店
（
紋
別
市
）

▲▲

大
樹
漁
業
協
同
組
合
（
大
樹
町
）

大
樹
漁
業
協
同
組
合
（
大
樹
町
）

▲▲

有
限
会
社
田
中
建
設
（
広
尾
町
）

有
限
会
社
田
中
建
設
（
広
尾
町
）

▲▲

㈲
共
一
共
栄
水
産
（
え
り
も
町
）

㈲
共
一
共
栄
水
産
（
え
り
も
町
）

▲（社）十勝釧路管内さけます増殖事業協会幕別捕獲場（幕別町）▲（社）十勝釧路管内さけます増殖事業協会幕別捕獲場（幕別町）
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三上　良介さん

莉沙さん

　１歳８ヶ月の男の子です。

　パパが「竜」という字が好
きだったことと、字画をみて
決めました。

　ママとお姉ちゃんを守るこ
とが出来る、強くて優しい男
の子に育って欲しいです。

内海　裕一さん

暁子さん

　１歳９ヶ月の男の子です。

　お兄ちゃんたちの名前の由
来に同じく、朝の日の光をイ
メージしたもので、家族みん
なで考えました。

　どんなときも明るく元気
に、お兄ちゃんたちと仲良く
育って欲しいと願っていま
す。

三上　竜
りゅう

輝
き

くん

（滝　瀬）

内海　朝
あさ

日
ひ

くん

（緑　町）

　

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
税
を
考
え
る
週
間
の
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
税
に
関
す
る
書

道
展
と
、
税
の
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学

生
が
素
晴
ら
し
い
作
品
を
書
き
上

げ
、
町
民
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
務
署
長
金
賞

　

乙
部
小
三
年　

三
上　

芳
昂

　

栄
浜
小
五
年　

敦
賀　

梨
華

　

明
和
小
四
年　

宮
本　

蓮
汰

税
務
署
長
銀
賞

　

乙
部
小
二
年　

佐
々
木
颯
馬

　

乙
部
小
五
年　

能
代　

一
太

　

乙
部
小
六
年　

伊
藤
さ
く
ら

最
優
秀
賞 

　

乙
部
小
六
年  

中
澤  

宏
太

優
秀
賞

　

明
和
小
四
年  

宮
本  

蓮
太

　

栄
浜
小
五
年  

大
坂  

海
斗

　

乙
部
小
六
年  

田
畑  

陽
菜

　

乙
部
小
六
年  

中
谷  

百
伽

税
に
関
す
る
書
道
展

税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

▲中澤　宏太くん▲中澤　宏太くん

▲大坂　海斗くん           ▲大坂　海斗くん           ▲宮本　蓮太くん▲宮本　蓮太くん▲田畑  陽菜さん　　中谷  百伽さん▲田畑  陽菜さん　　中谷  百伽さん

▲佐々木颯馬くん　能代　一太くん　伊藤さくらさん▲佐々木颯馬くん　能代　一太くん　伊藤さくらさん

▲宮本　蓮汰くん▲宮本　蓮汰くん

金

▲敦賀　梨華さん▲敦賀　梨華さん

金

▲三上　芳昂くん▲三上　芳昂くん

金

銀最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

書
や
絵
は
が
き
か
ら
深
め
る
税
へ
の
理
解
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特定健診・がん検診・各種検査のご案内(1月実施）
●各地区巡回健診

乙部町の年齢別病気ランキング（受診者数）

●受付時間：午前６時～９時３０分

■国保病院　毎週　火～木曜日（１日２名まで）　受付：午前８時～
◆検査内容および料金（巡回、国保病院とも同料金）

１月２２日（水）　姫川ふれあいセンター
１月２３日（木）　元和交遊館

特定健診 胃がん
検診

肺がん
検診

大腸がん
検診

前立腺がん
検診

エキノコッ
クス症検査

肝炎ウイル
ス検査 骨粗しょう症検査

64歳以下 800円 1200円 400円 400円 1,450円
（50歳以上
対象）

300円 300円

他の健診と同時に受診した
場合～ 800円

骨粗しょう症検診のみ受診
した場合～ 2100円65歳以上 400円 600円 300円 300円

★ご注意ください★
　40 ～ 74歳の方の特定健診料金は加入している保険者により特定健診料金が異なります。国保加入者の場
合に上記料金となります。
　生活保護受給の方は無料です。国保病院では、胃がん検査を実施していません。

生活習慣病は、重症にならない限り自覚症状がありません。
健康だと感じている人ほど、健診を受けることが大切です。

ぜひ、健診を受診ください！！

〇申込み〇　巡回健診は１２月２０日（金）までに、
　　　　　　国保病院での健診は、希望日の2週間前までに下記へお申込ください。

～お申込み・お問い合わせ　役場町民課保健衛生係　（電話　６２－２３１１）～

今年度はこれが最後のチャンスです！
特定健診・がん検診・各種検査特定健診・がん検診・各種検査を実施します

40歳代でも、糖尿病や高血圧で治療している方が増えています！
60歳以上になると、上位3位までが生活習慣病となり、
『2人に1人』が生活習慣病で治療しています。

１位 ２位 ３位
40歳代 糖尿病 気分障害／歯科疾患 高血圧
50歳代 高血圧 眼科疾患 脊椎障害
60歳代 高血圧 糖尿病 脂質異常症
70 ～ 74歳 高血圧 糖尿病 脂質異常症
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冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
産
業
活

動
と
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
重

要
な
施
策
で
す
。
町
内
の
道
路
除
雪

は
、国
道
（
２
２
９
号
線
）、道
道
（
乙

部
厚
沢
部
線
、
乙
部
港
線
、
旭
岱
鳥

山
線
）、
町
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
道
は
、
主
要
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
を
優
先
的
に
、
す
み
や
か
に
除

雪
作
業
を
行
い
、
安
全
な
通
行
が
で

き
る
よ
う
町
内
を
５
地
域
に
区
分
し
、

除
雪
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

除
雪
範
囲
が
広
い
た
め
、
多
少
時

間
が
遅
く
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
の
除
雪
は
、
通
常
行

い
ま
せ
ん
の
で
夜
間
走
行
す
る
場
合

は
慎
重
に
運
転
願
い
ま
す
。

　

町
道
の
除
雪
地
域
区
分
、
連
絡
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

乙部町内の
除 雪 計 画

◆家のまわりの雪を道路に出すことは、
路面状況が悪化し、事故の原因にもな
りますので、絶対にやめましょう。
◆道路を広く除雪できるよう車の路上駐
車はやめてください。
◆みんなで歩道の除雪に協力し、道路を
広く使えるようにしてください。
◆歩道への車両等乗り入れのため縁石の
前面に木材や三角形の金物をおいてあ
るのが見受けられますが、除雪機械の
故障あるいは事故の原因になりますの
で、歩道外へ撤去してください。
◆歩道上にゴミ箱等が置かれていますと、
歩道除雪の支障になりますので、移動
してください。

◆市街地の排雪地として国道姫川橋上流
　右岸姫川堤防敷地を指定しましたので
　ご利用下さい。

１. 滝瀬 ･元町 ･緑町 ･館浦･･･････････林組（☎６２－２１３１）
　　緑町 ･館浦（歩道）･･･････乙部振興公社（☎６２－２３９１）
２. 姫川 ･旭岱･･･････････････････････林組
３. 千岱野 ･富岡･･･････林組、乙部振興公社
４. 鳥山 ･栄浜 ･元和（可笑内を除く）
　　　　　　　　　･･･････････････大坂建設（☎６２－２９３６）
５. 元和（可笑内）・三ツ谷 ･潮見 ･花磯 ･豊浜
　　　　　　　　　･･･････････････明石建設（☎６３－２５６８）

国道・道道の除雪に関することは下記におたずねください。
　　国道　北海道開発局函館開発建設部江差道路事務所 （☎ 0139-52-0107）
　　道道　北海道函館建設管理部江差出張所　　　　 （☎ 0139-52-6531）

※詳しいことについては、役場建設課までお問い合わせ下さい。

ご協力をお願いします

排 雪 場 所 の 指 定

除雪の支障となりますので路上駐車はやめてください

除雪地域の区分、連絡先

平成25年度町道除雪計画概要図（地域別）
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12
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
（休日当番医　半澤医院） ミニひよこサークル・MAMA　FIT

（交流　午前10時～）
ヒブワクチン予防接種
（国保　午後1時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後1時～）
お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
カラダうれしい講座（ボクササイズ）
（交流　午後7時～）

公民館講座「郷土料理教室」
（町館　午前9時30分～）

8 9 10 11 12 13 14
（休日当番医　道立江差病院） サロン「とよはな」

（豊セ　午後1時～）
すくすく広場・ぴよぴよ広場・ひ
よこサークル合同クリスマス会
（交流　午前10時～）

15 16 17 18 19 20 21
（休日当番医　乙部町国保病院）

高野俊の家庭教育講演会
（公民　午前10時～）

三種混合予防接種
（国保　午後1時～）
四種混合予防接種
（国保　午後1時～）
カラダうれしい講座（ボクササイズ）
（交流　午後7時～）
おしゃべりサロン
（姫ふ　午後1時30分～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
健康相談
（ゆ里　午後１時30分～）

健康相談
（三愛　午前9時～）
（三研　午前9時40分～）

22 23天皇誕生日 24 25 26 27 28
（休日当番医　厚沢部町国保病院）（休日当番医　勤医協診療所）肺炎球菌ワクチン予防接種

（国保　午後1時～）
こころの健康相談
（江保　午後3時～）

小中学校終業式

29 30 31  1
     1

 1
     2

 1
     3

 1
     4

（休日当番医　佐々木病院） 役場・病院
教育委員会
仕事納め

南部檜山清掃セン
ターは1月5日まで
休業となります。

（休日当番医　上ノ国診療所）

会
場
・
場
所
省
略

(国保) 国保病院 (交流) 生きがい交流センター (三愛) 三ツ谷愛郷会館 （公民）公民館

(ケア) ケアセンターおとべ (ゆ里) ゆりの里活性化センター (三研) 三ツ谷研修会館 （町館）町民会館

(豊セ) とよはま地区センター (江保) 江差保健所 (姫ふ）姫川ふれあいセンター

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み（1月20日まで）
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第285号

　

十
一
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の

三
日
間
、
第
四
十
六
回
乙
部
町
民

文
化
祭
が
町
民
会
館
と
公
民
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
、
町
内
外
か
ら
千
人
を
超
え
る

来
場
者
が
、
文
化
祭
の
日
の
た
め

に
準
備
や
練
習
を
重
ね
た
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
作
品
展
示
や
芸
能
発

表
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
絵
画
や
書
を

は
じ
め
、
手
芸
や
パ
ソ
コ
ン
製
作

品
な
ど
約
千
六
百
点
の
力
作
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
特
別
展

示
で
は
「
乙
部
の
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
、
昔
使
わ
れ
て
い
た
農
具
や

農
作
業
の
風
景
を
展
示
し
、
当
時

を
懐
か
し
む
様
に
す
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
二
日
目
に
開
催

さ
れ
た
「
こ
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
館
浦
婦
人
会
読
み
聞
か
せ

の
会
と
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
絵
本
と
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
と
ア
ニ
メ
上
映
会
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

恒
例
の
バ
ザ
ー
で
は
、
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
に
よ
る
軽
食
バ
ザ
ー

の
ほ
か
、
千
岱
野
漬
物
研
究
会
に

よ
る
漬
物
バ
ザ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
、

今
年
も
う
ど
ん
や
カ
レ
ー
な
ど
が

大
変
美
味
し
か
っ
た
と
大
盛
況
の

様
子
で
し
た
。
最
終
日
の
芸
能
発

表
で
は
、
十
二
団
体
十
九
演
目
が

披
露
。
江
差
高
校
の
吹
奏
楽
か
ら

始
ま
り
、
日
本
舞
踊
や
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
中
学
生
に
よ
る

合
唱
な
ど
華
や
か
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
も
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

芸
能
発
表
と
芸
術
と
文
化
に
親
し

む
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
、
町
民
体
育
館

に
お
い
て
各
少
年
団
間
の
交
流
と

体
力
の
向
上
を
目
的
に
乙
部
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
体
力
測
定
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
体
力
測
定
は
日

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
実
施
要
項

に
準
じ
て
立
幅
跳
び
、
上
体
起
こ

し
、
腕
立
伏
せ
、
時
間
往
復
走
、

五
分
間
走
の
五
種
目
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
少
年
団
員
は
日

頃
の
練
習
で
鍛
え
た
体
力
を
充
分

に
発
揮
し
、
お
互
い
に
競
い
合
い

な
が
ら
、
ま
た
、「
頑
張
れ
」
と

励
ま
し
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で
諦

め
な
い
で
熱
心
に
頑
張
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。

十
月
十
四
日
（
江
差
町
）

【
小
学
生
団
体
の
部
】

準
優
勝  

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

（
伊
藤
さ
く
ら
・
若
木
晶
陽
・
平
野
恵
夢

  

堀
田
遥
花
・
陳
祐
綾
花
）

【
小
学
生
五
・
六
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

陳
祐 

綾
花

準
優
勝　

伊
藤 

さ
く
ら

十
一
月
三
日
（
森
町
）

【
小
学
生
女
子
団
体
の
部
】

優　

勝  

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

（
伊
藤
さ
く
ら
・
若
木
晶
陽
・
陳
祐
綾
花
）

【
小
学
生
女
子
個
人
の
部
】

第
三
位  

陳
祐 

綾
花

十
月
二
十
六
日（
ゆ
り
の
里
公
園
）

三
十
六
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

麓　

 

光
敏
（
93
打
）

準
優
勝　

原
田 

成
人
（
94
打
）

第
三
位　

薄
木 

完
治
（
95
打
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

米
坂 

良
子
（
103
打
）

準
優
勝　

寺
澤 

潤
子
（
104
打
）

第
三
位　

田
辺 

栄
子
（
111
打
）

気持ちのこもった作品展示気持ちのこもった作品展示

子ども達の可愛らしいクラシックバレエ子ども達の可愛らしいクラシックバレエ

立幅跳びに挑戦する少年団員立幅跳びに挑戦する少年団員

希望楽園の表現体操希望楽園の表現体操

芸
術
と
文
化
の
祭
典

芸
術
と
文
化
の
祭
典

〜 
第
四
十
六
回
乙
部
町
民
文
化
祭 

〜
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給食を食べながら交流する様子給食を食べながら交流する様子講話を聞く出前講座の参加者講話を聞く出前講座の参加者

　

十
月
二
十
三
日
、
北
海
道
教
育

委
員
の
皆
さ
ん
が
乙
部
中
学
校
を

訪
れ
、
学
校
で
の
教
育
の
様
子
を

視
察
し
ま
し
た
。
北
海
道
教
育
委

員
会
で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
道
内
各
地
域

の
特
色
あ
る
教
育
を
視
察
す
る
こ

と
を
目
的
に
移
動
教
育
委
員
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
委
員

は
、
中
学
校
の
概
要
と
特
色
あ
る

教
育
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、

　

十
一
月
十
四
日
、
乙
部
中
学
校

に
お
い
て
家
庭
教
育
出
前
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

家
庭
の
教
育
力
向
上
を
目
的
に
学

校
保
健
会
と
共
催
し
て
開
催
し
、

子
ど
も
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の

講
話
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
実
技
を

実
施
し
ま
し
た
。
講
話
で
は
教
育

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
村
彰
氏

を
講
師
に
、
全
国
体
力
・
運
動
習

北
海
道
教
育
委
員
の
学
校
訪
問

北
海
道
教
育
委
員
の
学
校
訪
問

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

〜
移
動
教
育
委
員
会
の
開
催
〜

〜 

家
庭
教
育
出
前
講
座 

〜

　郷土への理解を深め、改めてその良さを知り、郷土愛
を育むむために郷土料理教室を開催します。

と　き　１２月７日（土）９時３０分～１２時００分
ところ　町民会館
講　師　乙部町食生活改善推進委員会
内　容　つぼっこと紅白ナマス
参加料　５００円　
持　物　エプロン・三角巾またはスカーフ
申込み　１２月５日（金）までに公民館へお申し込み下

さい。　TEL　0139-62-3311

【 一 般 向 け 】
●愛ふたたび （渡辺 淳一）
●日本人の知らない日本語４ （蛇蔵）
●検察側の罪人 （雫井 脩介）
●記憶障害の花嫁 （北海道放送報道部取材班）
●歴史の意外なウラ事情 （日本博学倶楽部）
●一生を変えるほんの小さなコツ （野澤 卓央）
●もう一枝あれかし （あさの あつこ）
●風屋敷の告白 （藤田 宣永）
●さし木とり木つぎ木株分けタネまき （主婦の友社）
【幼児・児童向け】
●ぽんぽこしっぽんた （すまいるママ）
●風立ちぬ （宮崎　駿）
●おならバスのたーむくん （ささき みお）
●シャボンだまのきせき （チョコザイ）
●ひつじのショーンひつじのげいじゅつか （アードマン）
●あいうえおいしいレストラン （川北 亮司）
●しんかんくんでんしゃのたび （のぶみ）
●ゆかいなおやすみえほん （リチャード・スキャリー）
●やあ、やあ、やあ！おじいちゃんがやってきた （市川 宜子）
●ONE　PIECE【文庫版】 （尾田 栄一郎）

各
教
室
に
分
か
れ
て
生
徒
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
家

庭
で
も
勉
強
を
し
て
い
ま
す
か
」

な
ど
と
質
問
さ
れ
る
と
、
照
れ
な

が
ら
も
「
一
日
二
時
間
は
家
庭
学

習
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
」
と
答
え
る
様
子
が
伺
え
ま
し

た
。
給
食
の
後
に
は
、
三
年
生
が

体
育
館
に
お
い
て
文
化
祭
で
歌
っ

た
合
唱
を
披
露
す
る
と
、
委
員
の

慣
調
査
の
結
果
か
ら
、
乙
部
町
の

子
ど
も
達
の
体
力
の
状
況
や
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活
習

慣
な
ど
に
つ
い
て
、
親
子
で
話
し

合
い
、
家
庭
で
の
生
活
ル
ー
ル
を

作
る
こ
と
が
大
切
で
す
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
で
は
、
函
館
市
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
講
師
に
招
き

ダ
ン
ス
を
通
し
て
爽
や
か
な
汗
を

公民館講座「郷土料理教室」「郷土料理教室」

流
し
、
親
子
で
体
力
づ
く
り
を
楽

し
く
実
践
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
と
て
も
感
動
し
た
様
子

で
、
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

「みたい！よみたい！絵本とかみしばい」
と　き　１２月７日（土）　１０時～
ところ　公民館図書室
協　力　館浦婦人会読み聞かせの会
皆さまの参加をお待ちしています
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十
二
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講

習
の
日
程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▽
12
月
４
日
（
水
）

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

▽
12
月
10
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
12
月
19
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

乙部町国民健康保険病院　12・1月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　12・1月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00午前8:30～ 11:00
午後1:00～ 3:00午後1:00～ 3:00診療受付時間診療受付時間

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
10
日
11
日
12
日
13
日
14
日
15
日
16
日
17
日
18
日
19
日
20
日
21
日
22
日
23
日
24
日
25
日
26
日
27
日
28
日
29
日
30
日
31
日

 

1
月
１
日
２
日
３
日
４
日
５
日

日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火 水木金土日

午
前

半
澤
医
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬
村
瀬
奈
良
村
瀬
奈
良

乙
部
国
保
病
院

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

厚
沢
部
国
保
病
院

勤
医
協
江
差

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

佐
々
木
病
院

村
瀬
上
の
国
診
療
所

道
立
江
差
病
院

半
澤
医
院

道
立
江
差
病
院

乙
部
国
保
病
院

藤
永
藤
永
藤
永
藤
永
藤
永

藤
永
藤
永
藤
永
藤
永
藤
永

藤
永
藤
永
藤
永
藤
永
藤
永

藤
永
藤
永
藤
永
藤
永

藤
永

午
後

藤
永
村
瀬
藤
永
村
瀬
村
瀬

藤
永
村
瀬
奈
良
奈
良
藤
永

藤
永
村
瀬
藤
永
村
瀬
村
瀬

村
瀬
藤
永
村
瀬
藤
永

藤
永

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　病院改修工事のため、　駐車場が狭くなっておりますが、ケアセンター前駐車場もご利用できます。
※　12月31日～ 1月5日まで休診となります。

平成25年10月18日から最低賃金は　734円

ねんきんの窓窓

　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年所得（※１）が一定額以下の方が申請することで、
国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部を納付しなけ
れば未納期間となります。）
　ただし、失業・倒産・事業の廃止（※２）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納付出
来ない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※３）の写しを添付していただくと、その方の前年所得は審
査対象外となります。
　※１　１月から６月に申請する場合は前々年の所得となります。
　※２　免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
　※３　「雇用保険受給資格者証」　「雇用保険被保険者離職票」　「離職者支援資金の貸付決定通知」など。

　●　申請は乙部町役場の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。
　　　　【申請の際に必要なもの】
　　　　　　　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）
　　　　　　　②印鑑（本人署名の場合は不要）
　　　　　　　③失業していることを確認できる公的機関の証明書（※３の書類）
　　　　　　　④他の市（区）町村から転入された方は、前年の所得証明書（※１）

　●　国民年金には、追納という制度があり、１０年以内なら免除を受けた期間の保険料を納めることができます。追
納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。また、免除が承認された期間の翌年度から起算し
て３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

☆お問い合わせ・お申込みは役場町民課年金係（電話６２－２３１１）まで☆

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります！

申請者（本人）の前年所得
※１

配偶者の前年所得
※１

世帯主の前年所得
※１

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象
申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。
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「特設人権相談所」の開設のお知らせ「特設人権相談所」の開設のお知らせ
　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支局では、
人権週間（１２月４日～１０日）行事の一環として、下記の
とおり「困りごと心配ごと特設人権相談所」を開設します。
　人権擁護委員が身近な法律問題や人権問題に関わる様々な
ご相談をお受けし、解決へのお手伝いをさせていただきます。
相談は無料で秘密は守られます。
　なお、日時の都合がつかない、同じ町内で相談しづらいな
どの場合は、他会場でもご相談出来ます。
また、法務局江差支局においては、いつでも人権相談に応じ
ていますのでご利用ください。（電話５２－１０４８）

●と　き　１２月４日（水）午後１時から３時
●ところ　生きがい交流センター
※当日は、乙部町の人権擁護委員　麓善勝氏、中川秀廣氏が
相談に応じます。

　乙部町以外の日時・会場は以下のとおりです。

12月の診療予定です

必ずチェック最低賃金！　使用者も労働者も

循環器科新任医師紹介外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日（診察は14時頃から）

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　3日・11日・12日・17日・25日・26日
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　4日・18日・25日

皮　 膚　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　13日・27日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

　この10月から赴任してまいりま
した循環器内科の村椿と申しま
す。
　９月までは札幌医科大学付属病
院で、循環器・腎臓・代謝内分泌の
疾患を担当しておりました。道立
江差病院では、循環器内科をはじ
め、一般内科、糖尿病内科を担当
させていただきます。道立江差病
院は檜山管内の重要な基幹病院と
認識しております。その基幹病院で臨床診療に励み、患者様
の期待に応えられる医療を提供できるよう努力するととも
に、自分のスキルアップにもつなげればと考えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。通年募集しておりますので気軽にご連絡ください。（臨
時採用は面接のみ） 
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

平成26年1月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
　平成26年1月からは、事業所得、不動産所得又は山林所得を生ず
べき業務を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要と
なります。
　なお、この記帳と帳簿書類の保存制度につきましては、所得税及
び復興特別所得税の確定申告を行う必要がなく、住民税の申告のみ
を行う方も対象となります。
　詳細は、国税庁ホームページ(http://www.nta.go.jp)をご覧いただ
くか、江差税務署(電話０１３９‐５２‐００７８)　までお問い合
わせください(お電話でお問い合わせの場合は、自動音声にしたがっ
て「２」を選択後、所得税担当にお問い合わせください)。

花を活かした景観・まちづくりセミナー開催
○日 時　１２月１５日（日）　午後１時～午後４時３０分（予定）
○会 場　江差町役場保健センター内
　　　　　　（檜山郡江差町字中歌町１９３番１）
○内 容　「花を活かした景観・まちづくり」に関する講演
　　　　　　及び「リースの作り方」の実技指導
○参 加 料　無料
○申込期限　１２月１０日（火）まで
　　　　　　（定員５０名になり次第締め切ります。）
○問・申込　北海道檜山振興局産業振興部建設指導課
　　　　　　（☎０１３９－５２－６６３０）

開　催　日 町　名 開　催　場　所 開設時間
12月２日㈪ 厚沢部町 厚沢部町役場第2会議室 午後1時～ 3時
12月４日㈬ 上ノ国町 上ノ国町役場2階研修室 午後1時～ 3時
12月４日㈬ 奥 尻 町 奥尻町役場青苗支所 午後1時～ 3時
12月６日㈮ 江 差 町 江差町文化会館会議室 午後1時～ 3時
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10
月
15
日
〜
11
月
14
日

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

石
山　

滉こ
う

太た
く
ん
（
成
晃
・
由
香
・
男
の
子
）
館
浦

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

近
藤　

廉
平
さ
ん（
66
歳
）緑　

町

木
村　
　

剛
さ
ん（
52
歳
）館　

浦

久
保　

福
雄
さ
ん（
61
歳
）緑　

町

町
中　

澄
子
さ
ん（
89
歳
）館　

浦

菊
地
ミ
ツ
ヱ
さ
ん（
80
歳
）元　

和

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

12月は道町民税〈第4期〉と国民健康保険税〈第5期〉の納期限です。

町 の 人 口
＝10月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,955（-７）〈-12 〉

人 口 4,200（-20）〈-48 〉

男 1,928（-11）〈-25 〉

女 2,272（-９）〈-23 〉

　

季
節
は
す
っ
か
り
冬
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
、
何
か

と
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
健
康

に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
十
一
月
は
十
六
日
に
東
京
、

三
十
日
に
札
幌
の
ふ
る
さ
と
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
話
を
伺
う
の

は
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

乙
部
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
人
、
乙
部

に
住
ん
で
い
る
人
、
皆
さ
ん
が
誇
れ
る

町
に
な
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
お
と
べ
会
第
二
十
一
回
総

会
が
十
一
月
十
六
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

で
開
催
さ
れ
、
都
内
と
そ
の
近
郊

に
住
む
乙
部
町
出
身
者
や
、
乙
部

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
約
八
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
決
算
報
告
と
事
業

報
告
に
引
き
続
き
、
平
成
二
十
六

年
度
に
行
う
事
業
計
画
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お

ど
り
・
花
火
大
会
へ
の
協
賛
や
、

　

町
の
水
道
は
「
乙
部
地
区
浄

水
場
」 「
元
和
・
三
ツ
谷
地
区
浄
水

場
」（
鳥
山
、
栄
浜
地
区
を
含
む
）

「
豊
浜
地
区
浄
水
場
」
の
三
つ
で

供
用
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
安
全
で
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
く
た
め
水
道
法
で
定
め
ら

れ
た
水
質
検
査
を
行
っ
て
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

水
質
検
査
の
結
果
は
、
す
べ
て

水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
結
果
の
詳
細
は
、
建
設
課

水
道
温
泉
業
務
係
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ふ
る
さ
と
花
い
っ
ぱ
い
事
業
、
お

と
べ
荘
へ
の
訪
問
な
ど
、
ふ
る
さ

と
乙
部
町
へ
の
貢
献
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

菊
池
優
輝
夫
会
長
が
名
誉
顧
問

に
、
井
口
政
次
氏
が
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
あ
と
は
懇
親
会
が
行
わ

れ
、余
興
で
は
、歌
、踊
り
、語
り
、

二に

胡こ

を
操
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
、
芳
晴
さ
ん
の
公
演
の
ほ

か
、
乙
部
町
の
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
ふ
る
さ
と
乙
部

町
へ
の
募
金
活
動
も
行
わ
れ
、
総

額
六
万
八
千
円
が
寺
島
町
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
思
い
出
話
や
お

互
い
の
近
況
を
報
告
し
あ
っ
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　

役
員
改
選
に
よ
る
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
事
務
局
次
長
、

会
計
、
会
計
監
事
、
幹
事
は
割
愛

し
ま
す
。
敬
称
略
）

▽
名
誉
顧
問
・
山
田
二
郎
／
打
越

光
輝
夫
／
菊
池
優
輝
夫
▽
会
長
・

井
口
政
次
▽
副
会
長
・
土
谷
修
一

／
幸
田
光
徳
／
藤
田
勝
幸
／
菊
地

昭
▽
事
務
局
長
・
櫻
井
文
夫

乙
部
町
の
水
道
の

水
質
に
つ
い
て　

　　

▲▲

快
く
募
金
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

快
く
募
金
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　　

▲▲

芳
晴
さ
ん
の
公
演
で
は
参
加
者
も

芳
晴
さ
ん
の
公
演
で
は
参
加
者
も

　
　

一
緒
に
歌
い
ま
し
た

　
　

一
緒
に
歌
い
ま
し
た
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